平成２１年５月２２日

つるま同窓会役員　各位

つるま同窓会

会長　　角野　忠昭
平成２１年度

第２回つるま同窓会評議員会議事概要について（通知）

このことについて下記のとおりお知らせします。

記

日時：
平成２１年　５月２２日（金）１８：３０～２０：３０

場所：
保健学科１号館１階会議室

出席者：
角野　忠昭（会長）間島佳世乃（副会長　総務担当）田中　正二（副会長　HP担当）
長屋　聡美（評議員）・横井　知洋（評議員）・關谷　暁子（相談役）
松原　孝祐（相談役）・関塚　真美（相談役）・東　美由紀（連絡係）

議事：１．医学展協賛依頼（実行委員より挨拶）

· 昨年度の内容としては、難病に関することの説明や、医学展に来られた方の健康診断の実施、生活習慣病の予防レシピの紹介等を行った．

· 昨年の医学展が、幼い子供からお年寄りまで幅広い年代の地元の人が参加されており、医学部だけの内輪の行事になっていないこと、また医学の情報を提供するなど医学部ならではの企画が多く、とても好評であったため、今年度から２年に１度ではなく、毎年開催することになった．
· 昨年度は医学科が主体となっていたので、今年は保健学科も参加していきたいと考えているので、協賛を依頼したい．
→協賛金として5万円を支出することを承認．
　受け渡し方法については、実行委員の松山聡子さん（医学科5年）と調整．
議事：２．平成２１年度予算最終案について

· 同窓会名簿作成　→　削除

· ホームページ管理　→　予算としては60,000円のままとる．

　実際の支払いとしては、第１回評議会で米山先生から提案されたとおり、実労時間×2,000円とする．
· 会議手当　→　評議会出席者人数の増加と病院以外からの交通費などを含み、予算を

　150,000円から300，000円に引き上げる．

· 同窓会費徴収委託料　→　削除（生協に委託しないことにする）
· 総会　→　500,000円の予算を組む．

· 医学展寄付金　→　50,000円の予算を組む．

· 人件費・文房具費にかかる後援会、保健学会との申し合わせ事項について（關谷）
・昨年度は、事務局人件費として後援会側からの180万円を超えた分の、85,604円を同窓会が負担し、文房具費としては予算の20,000円を超える85,864円を負担した．
・今年度は文房具費として予算100,000円を組み、予算を超えたらまた考えることにする．

・保健学会に関しては、学会誌を出すので精一杯らしく、やはり３つの会が三等分して人件費・文具費を負担するのは難しい。また、人件費の大半を負担している後援会が特に何も言ってきていないのに、同窓会が強く言うことは難しい。

・ただし、保健学会に関しては、現在投稿資格があるのは在籍している教員・大学院生のみであり、同窓生には投稿資格がないので、つるま同窓会会員にも投稿資格が与えられることを条件としてもらう．

議事：３．総会に向けての段取りについて
· 日程　10/31（土）確定でよいか．　→　承認
· 同時企画の行事案（専攻別懇親会など）

· Ⅰ期生の専攻別懇親会を企画し、参加者の集計などの事務的なことは事務で行う．

· Ⅰ期生以外に関しては懇親会の声掛けを行い、もしやるとなれば費用を援助する．
議事：４．クラス代表選出について

· 専攻によっては既にクラス代表が選出されており、本人さえよければ同窓会関係の情報も同時に連絡していただきたい．卒業後、同窓会連絡係となってくれるならそのまま連絡係になっていただき、就職先等の問題があるならば別の人を紹介していただく．
· 看護3名、看護以外2名、選出方法は各専攻ごとに決めていただき、7月中旬までに4学年とも選出できているようにする．
· 選出責任者は各専攻同窓会評議員が担う．
· 次回評議会を予定している、７月１７日（金）までに決まっていない専攻に関しては相談して何とか選出方法を考える．

議事：５．各種報告


◎金沢大学同窓会連絡協議会（全学同窓会）案内6/5（金）16:30～17:30

→關谷先生が参加してくださる．


◎つるまだより進捗状況・分担について（長屋）


・保健学に生きる　→　各専攻（関塚、田中、松原、関谷、菊池）

・ぶらり石引　→　放射（松原）



今回は、山根燃料さん・おでん　若葉（17:00～営業）




１記事につき、1,500円のアルバイト代


・研究室紹介　→　松崎先生が既に依頼済み．

・部活紹介　→　看護（関塚、間島）

・上級生との懇談会（検査）　→　關谷


・同窓会からのお知らせ（総会開催について）　→　關谷



◎ブライダル静との合同企画について（關谷）

　　　　　→別紙の通り．

◎作業初学者ゼミにて社会人院生による講義あり→交通費支給について


・昨年度は支給していない．


・あくまで講義の一環であり同窓会が主催ないし協賛している行事ではない．


・もし支給するのであれば、一律にして、このような目的に対してなら支給するなどの基準を決めるべき．

→今回は支給しない．

◎つるまだより発行部数について

　・前回は5,000部作成し、うち2,000部がつるま同窓会分であった．さらに、うち1,500部が同窓会員に届けられたが、残り500部は転居先不明等で返却された分+α余った．
　・余りに関してはオープンキャンパスで配ったり、会議等で配布したりして使うことが多かった．

　・今年度はオープンキャンパスに加え、医学展等もあるため、配布分を含め、同窓会として2,500部確保してはどうかとの案が出た．

◎つるま同窓会評議会の定例化について

　・前回、毎月第○週○曜日と決めたらどうかとの案に対し、毎月開催するほど議題がないとのことだったが、定例化しても毎月開催する必要はなく、開催しないのなら連絡をまわせばよいだけではないか．また、毎回都合を聞いたところで参加できない人は参加できないのではないか．

　→次回の評議会は試しにあらかじめ日時を決めて開催してみることにする．

　　あくまで予定だが、７月１７日（金）18:30～20:30とする．
